IT教諭の先生方へ
健診システム2010について
（はじめに）
本ソフトは、歯科健康診断に際して、診断結果の入力、保存、集計を行うものです。Microsoft Excelをベースにし、マクロと関数を用いています。養護教諭の先生方の中にはパソコン操作の苦手な方がおられ、多くはデータのコピー・貼り付けや保存方法に戸惑っておられます。これら先生方の手助けをしていただきたく本説明書を書きました。ご一読ください。
（ソフト概略）
本ソフトは25（高校・中学校）～35（小学校）のエクセルシートで構成されています。生徒の識別は生徒IDによって行われます。この生徒IDと氏名、性別、学年、クラスなどのデータを記したエクセルデータ（生徒データ）が必要で、これは養護の先生に事前に作成していただきます。この生徒データは健診前に「生徒データ」シートに格納されていなければなりません。
入力は「入力」シートで行います。データを入力シート上の“記録”ボタンをクリックすることで、通常のエクセルシートである「全データ」シートにデータがコピーされ、「入力」シート上のデータは消去、次入力画面となります。入力操作を全生徒に対して行います。すべての健診データは生徒数をｚとすると、全データシート “A3～CDｚ＋2”セルに保存されるようになります。これがデジタル化された健診データのすべてです。他のシートにおける操作はこれを利用しているに過ぎません。
入力が終了し間違いがないことを確認したら、「メイン」シート上の“集計”ボタンをクリックします。これで、「全データ」シート上のデータが「集計全データ」シート“A2～CDｚ＋1”セルにコピーされます。「集計全データ」シート“CE2～EQｚ＋1”には集計に必要な計算式が配置されており、これを元に各集計が行われます。
　誤入力を防ぐために、あるシートにはロックをかけています。解除の必要が生じた場合のパスワードは　ms31924 です。
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（やっていただきたいこと）
養護の先生が相談にきたら協力してあげてください。多くは、データのコピー・ペーストなど初歩的なものが多いようです。以下に問題になりそうな事柄を列記しました。
・ソフトのダウンロードは、宇摩歯科医師会ホームページ　http://umada.org/index/　学校歯科健康診断のページもしくは愛媛県歯科医師会ホームページ　http://www.ehimeda.or.jp/　学校歯科健診－電算化ファイルのページより行ってください。
・本ソフトはマクロを使用していますので、ファイルを開くときにセキュリティの警告画面が出ます。これに関してはExcel2003、2007双方の使用に際しての説明書を送付CDの中に添付していますので、それを参考にしてください。
・Excel2003とExcel2007対応のものが各々用意されています、それぞれのパソコンに合わせて使用してください。
（1）使用前
1、生徒データをコピー、「生徒データ」シートの所定のセルに貼り付ける。
養護の先生が作成した生徒データを用いてください。できれば“形式を選択して貼り付け”－“値”で貼り付けてください（以後すべて同様）。
2、昨年の「全データ」シートのデータをコピーし、本年度使用するファイルの「前回全データ」シートに貼り付ける。
これまで、改良を重ねてまいりましたが、「全データ」シートの様式は変えていません。ですので、昨年度の「全データ」シートの“A3～CDｚ”（ｚは最終行）セルのデータをそのまま今年度ソフトの「前回全データ」シートにコピー・ペーストしてください。なお、平成21年度はファイルを“入力用”と“集計用”に分けていましたが、「全データ」シートは“入力用” “集計用”ともにあり、両方共同じものです。
（2）データ保存
　　データ保存の自動化は行っておりません。使用したファイルごと名前を変えて保存してください。もしくは、“名前をつけて保存”で保存してください。次年度は新しいファイルを使用してください。

（3）データ修正について
　　データの修正は「全データ」シートで行ってください。ひとつひとつのセルの値を修正するのは面倒なので、間違った生徒のデータは行ごと削除し新しく「入力」シートで再入力したほうが無難です。
セルの値を修正する場合、歯科特有の記号が用いられていますので、書式を変えると読み込まない可能性があります。修正する場合は以下の書式に従ってください。他のセルのものをコピーしてもらっても構いません。
「全データ」シートのデータを修正したら、「メイン」シート上の“集計”ボタンを再度クリックして集計をやり直してください。
　　
歯牙の標記は、全顎を4ブロックで分けて「つ」の字型、右上が1、左上が2、左下が3、右下
が4で表します。例えば、左上の6番の場合は26、右下の3番は43と表記します。乳歯の場合
も同様で右下のEは4E、左上のCは2Cと表記します。
上記に従い、「全データ」シート上で、誤りのある部位を見つけ、修正してください。修正する
場合以下の様に入力してください。
　○　全角ひらがなで“まる”と入力し変換
　　C　 半角英数字で大文字の“C”を入力
　　CO　半角英数字で大文字の“CO”を入力
　　―　全角ひらがなで“ー”を入力、全ダッシュに変換
△　全角ひらがなで“さんかく”と入力し変換
サ　全角ひらがなで“さ”と入力しカタカナ変換（F7キー）
シ　全角ひらがなで“し”と入力しカタカナ変換（F7キー）
×　全角ひらがなで“ばつ”と入力し変換
学校歯科医所見、その他の疾病及び異常の項目は通常通り“全角ひらがな”で入力してください。
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集計全データ





学年クラス別集計表





健診記録票





健診結果のお知らせ





各項目氏名一覧





全データ分析表





提出用集計表





全データ集計表





グラフ





「全データ」シート





記録ボタン





「集計全データ」シート





CE列以降は計算式が配置されている。A~CD列にコピーされた値を元にここで集計が行われる。





A～CD列に「全データ」のデータがコピーされる。





シート1～7





「集計全データ」の値を基にして


VLOOKUP関数を用い、結果を表示





シート8～10





「集計全データ」の値を“学年”“性別”等でオートフィルターしコピー。各々のシートに貼り付け。





シート11～15





“シート16～35”の値を基にして結果を表示





シート16～35





「1年」～「6年女」シートの2010行目にはオートフィルターされたデータを再集計するために計算式が配置されている。





ファイル名を変更して保存








